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Ｓ先生：子供の時の英会話教室がとにかく楽しくて、将来はそんな仕事をしたいと思っていました。
　　　　日本語を教えながら、日本や日本語について知らなかったことを発見できて、自分も学べる　　
　　　　のが魅力です。同じことを教えても国によって反応が違うので、何年やっても飽きません。

Ｔ先生：人と接したり、教えたりするのが好きなんです。昔、知り合いの外国人に日本語を教える
　　　　機会があったんですが、うまくできなくて……。自分が留学していた時の英語の先生が
　　　　教え上手で、あんな風に楽しくわかりやすく教えたいと思って、日本語教育を学びました。
　　　　好きなことを仕事にできて、やりがいがあって、楽しいから続けられているんだと思います。

Ｋ先生：きっかけは、言葉に対する興味とか、外国語としての日本語の面白さに目覚めたことです。
　　　　若者の成長が感じられたり、進学して夢を叶える姿を見られたりするのがうれしいですね。
　　　　「あいうえお」も分からなかった学生が、卒業式で立派にスピーチをしている姿を見ると、
　　　　胸が熱くなって、来年度もまたがんばろうと新たなやる気が湧いてきます。

日本語教師になったきっかけと魅力は？

日本語教師の魅力
ど ん な 仕 事 ？ 　 併 設 校 の 現 役 日 本 語 講 師 に も イ ン タ ビ ュ ー ！

日本語教師ってどんな仕事？
日本語を母語としない人に、日本語の聞く、話す、読む、書くを教え、彼らの未来を創る仕事です。
日本でも、世界でも、何歳からでも始められ、何歳まででも、何年でも続けられる仕事です。

国内では、日本語学校、専門学校、大学等で学ぶ留学生、外国にルーツを持つ子供たち、難民、
日本で働く研修生や技能実習生、生活や仕事のために日本語が必要な在留外国人などが対象です。
日本に住む外国人の多様化、長期化、広域化が進むにつれ、活躍の場がますます広がっています。

海外では、小学校・中学校・高校・大学で教科として日本語を学ぶ学生、日本留学を目指す若者、
趣味や教養として日本語や日本文化を学ぶ人、自らのルーツを継承していきたい日系人やその家族、
日本人相手に働く人や日系企業への就職希望者など、熱心な学習者があなたを待っています。

教室形式、グループレッスン、プライベートレッスン、オンライン授業など形式も様々です。
プロの専任、非常勤講師としてはもちろん、ボランティアとしても活躍できます。

どんな人が向いている？
外国人や国際交流が好きな人。外国や異文化が好きな人。日本語や外国語など言葉に興味がある人。
教えるのが好きな人。元教師、塾講師、指導員など教える仕事をしていた人。優しい人。ほめ上手。
上からではなく学習者目線に立てる人。コミュニケーションや人と話すのが好きな人。人と関わり、
人の世話を焼くのが好きな人。若者や子供の成長を見守るのが好きな人。社会貢献したい人など。

「外国人」「言葉」「教えること」この３つのうちどれかが好きなら、日本語教師はおすすめです。
３つ全て好きなら、天職といえるかもしれません！



６ヶ月で「養成課程」と「実践研修」を一体的に行う「養成機関ルート」の講座です。
当コース修了後、毎年11月に行われる「日本語教員試験」の「応用試験」に合格し、
文部科学省のサイトにて登録申請すれば、国家資格「登録日本語教員」が取得できます。
（試験ルートの方や他の養成課程修了者向けに「実践研修」のみのコースもあります。）

日本語学校と専門学校が隣り合う校舎は、
世界中から来た留学生であふれています。
併設の日本語学校で教育実習ができ、常に
実際の教育現場の雰囲気を感じながら学ぶ
ことができます。

定員15名の少人数制です。全て対面授業で、講師に気軽に質問できます。クラスメート
との距離も近く、刺激し合い、励まし合いながら、協力して実力アップを目指せます。

養成課程は436単位時間（理論288・演習148）、実践研修は98単位時間です。コース
全体で534単位時間もあり、たっぷりしっかり学べます。（1単位時間＝45分）

朝日学園グループは、新松戸、両国、船橋に
日本語学校があります。講座修了後、専任や
非常勤講師として採用のチャンスがあります。
その他、海外派遣プログラムや就職フェアの
紹介、進路面談なども行っています。

座学で「理論」を学んだだけでは、自信を持って教壇に立つことはできません。当校は
両者をスムーズにつなぐために、特に「演習」（＝実技）に力を入れています。教科書
分析、講師によるモデル授業、クラスメートを学習者に見立てて行う模擬授業を重ね、
具体的かつ実践的なテクニックとスキルを磨いてから、「実践研修」（＝教育実習）に
臨むことができます。現場でもすぐに役立つ知識と力が身につきます。

毎年夏～秋にかけて日本語教員試験対策講座も開講され、登録日本語教員養成科の受講生
や修了生は特別割引料金で受講することができます。当校は国家資格取得を応援します。

講座の特長
船 橋 日 本 語 学 院 な ら …



コース紹介
授 業 時 間

　一体型コース

イチから学ぶ方のための６ヶ月の通学コースです。
初めの４ヶ月で養成課程（午前「理論」・午後「演習」）を行い、
最後の１ヶ月半で実践研修（＝教育実習）を行います。

養成課程436単位・実践研修98単位
【授業時間】　平日 9:00～15:10（１コマ45分 × 6コマ）

 　実践研修コース　

すでに「日本語教員試験」に合格された方（基礎試験のみ合格も可）、
他の「登録日本語教員養成機関」を修了された方など、
「実践研修」のみを必要とする方の１ヶ月半の通学コースです。
上記「一体型コース」の方々に交じって「実践研修」を行います。

実践研修98単位
【授業時間】　平日 9:00～15:10（１コマ45分 × 6コマ）

 　演習＋実践研修コース　

上記「実践研修コース」に「演習」を加えたプレミアムコースです。
「実践研修」のみを必要とする方で、実技面を十分に強化してから
「実践研修」（教育実習）に臨みたい方の６ヶ月の通学コースです。
上記「一体型コース」の方々とともに、初めの４ヶ月は演習を行い、
最後の１ヶ月半で実践研修（＝教育実習）を行います。

演習148単位・実践研修98単位
【演習】　　　平日 13:30～15:10（１コマ45分 × 2コマ）

【実践研修】　平日    9:00～15:10（１コマ45分 × 6コマ）



受講料/割引制度
最 大 1 0 万 円 引 ！

学費

一体型コース

※割引制度併用は「早割＋新卒割」または「早割＋退職割」が可能です。（最大10万円引）
※この他に、テキスト代（実費）として、５万円程度かかります。

受 講 料
早 期 申 込 割 引
開講１ヶ月前まで

新 卒 者 割 引
卒業１年以内

590,000 円 － 50,000 円 － 50,000 円 

退 職 者 割 引
退職１年以内

－ 50,000 円 

実践研修コース

※割引制度併用は「早割＋新卒割」または「早割＋退職割」が可能です。（最大２万円引）
※この他に、テキスト代（実費）として、５千円程度かかります。

受 講 料
早 期 申 込 割 引
開講１ヶ月前まで

新 卒 者 割 引
卒業１年以内

110,000 円 － 10,000 円 － 10,000 円 

退 職 者 割 引
退職１年以内

－ 10,000 円 

演習＋実践研修コース

※割引制度併用は「早割＋新卒割」または「早割＋退職割」が可能です。（最大４万円引）
※この他に、テキスト代（実費）として、２万円程度かかります。

受 講 料
早 期 申 込 割 引
開講１ヶ月前まで

新 卒 者 割 引
卒業１年以内

270,000 円 － 20,000 円 － 20,000 円 

退 職 者 割 引
退職１年以内

－ 20,000 円 

※受講料は分納できます（2分割）。※通学定期のご利用はできません。通勤定期をご利用下さい。
※受講取り消し、中途退学の場合のご返金は、当校返金規定に基づきます。（詳細は別紙参照）



履修科目
講 座 内 容

  「理論」は座学で、講師の講義が中心です。
　日本語教師に必要な日本語の知識や背景
　知識を身につけます。

養成課程：理論
履修科目 単位時間数

言語学

対照言語学

社会言語学

音声学

日本語文法

語彙意味

文字表記

日本語史／日本語教育史

コースデザイン

外国語教授法

第二言語習得論

異文化理解

評価法

ＩＣＴと著作権

計

   16

  32

  16

  16

  24

  288

※１単位時間＝45分

   16

   16

   32

   40

   16

   16

   16

   16

   16

養成課程：演習
履修科目 単位時間数

初級教授法

中上級教授法

技能別教授法

※１単位時間＝45分

   60

   36

学習者別教授法

計 148

   16

   36

計実践研修
履修科目 単位時間数

初級教育実習

中上級教育実習    48

※１単位時間＝45分

   50

   98計

  「演習」は実技です。教科書分析、講師の　
　モデル授業、受講生による模擬授業を重ね、　
　現場で必要な実践的技術を磨きます。

  「実践研修」は、いわゆる教育実習です。
　併設の日本語学校の授業見学、教科書分析、
　教授法の検討、教案・教材作成、模擬授業、
　講師の指導、クラスメートのアドバイス、
　修正・改善、練習などを経て、実際に本物の
　留学生の前で一人で教壇に立ちます。
　（初級及び中上級クラス、45分授業×２回）

  ※このほかに、開講時ガイダンス、最終修了審査、修了式の日などがあります。



時間割

講座スケジュール/時間割
修 了 基 準

講座スケジュール
原則として、年２回、開講しています。（詳しい日程は別紙をご覧ください。）

　前期（４月講座開始、受講期間４～９月）
　後期（10月講座開始、受講期間10～３月）

修了基準
下記の要件をすべて満たした方に「修了証書」と「履修・成績証明書」を授与します。
　①やむを得ない事情がある場合を除き、各科目の授業をすべて受講すること。
　②所定の教壇実習を行うこと。
　③各科目の試験にすべて合格し、かつ最終修了試験に合格すること。

※初めの約４ヶ月が養成課程、
　最後の約１ヶ月半が実践研修です。　
　実践研修は、前期は８月頃、後期は２月頃を
　予定しています。

実践研修

時 限 時 間

昼 休 み

実 践

研 修

１ 時 限

２ 時 限

３ 時 限

４ 時 限

５ 時 限

６ 時 限

9:00　～　  9:45

9:55　～　10:40

10:50　～　11:35

11:45　～　12:30

13:30　～　14:15

14:25　～　15:10

養成課程

時 限 時 間

昼 休 み

理 論

演 習

１ 時 限

２ 時 限

３ 時 限

４ 時 限

５ 時 限

６ 時 限

9:00　～　  9:45

9:55　～　10:40

10:50　～　11:35

11:45　～　12:30

13:30　～　14:15

14:25　～　15:10

実 践

研 修

※ただし、教育実習当日は、実習先の時間割に
　合わせ、終了時間が遅くなることがあります。



講師紹介
経 験 豊 富 な 講 師 陣

【 担 当 ：文字表記、コースデザイン、評価法、演習、実践研修、他】
文字が３種類2000以上あって、新聞が読めるようになるのに英語の何倍も語彙が必要で、
それなのに世界で１か国でしか使えない言語を、あなたは習い始める勇気がありますか。
そんな日本語に果敢に挑戦する学習者に、尊敬と感謝の念を持って教えていきましょう。

【 学 歴 】
筑波大学第二学群日本語・日本文化学類 卒業
筑波大学大学院博士課程文芸・言語研究科 修士号(言語学)取得

【 主 な 職 歴 】
ダーラム大学東洋学科 日本語講師（英国）
ミネソタ大学アジア言語文学科 日本語講師（米国）
帝京平成大学留学生別科 日本語非常勤講師
オンリーワン日本語学校 日本語講師
船橋日本語学院 日本語講師
ＳＭＩ言語教育学院 学院長・日本語教師養成講座 講師

【 著 書 】
『おたすけタスク　初級日本語クラスのための文型別タスク集』くろしお出版（共著）

森田　有紀子　主任講師

【 担 当：日本語文法、音声学、ICTと著作権、演習、実践研修、他】
本講座の中には、実際に教壇に立ち、外国の学習者に日本語を教える時間が組まれて
います。その時間を目標に初めての方でも教えられるようにしていきます。

【 学 歴 】
日本大学文理学部英文科 卒業
杏林大学大学院博士前期課程国際交流研究科 修了
桜美林大学大学院博士後期課程環太平洋地域文化 単位取得満期退学

【 主 な 職 歴 】
早稲田日本語学校 専任講師
マラヤ大学 日本語専任講師（マレーシア、国際交流基金派遣専門家）
南太平洋大学 日本語講師（フィジー）
アークアカデミー 日本語教師養成講座 講師
ヒューマンアカデミー 日本語教師養成講座 講師
桜美林大学LA学群 非常勤講師
ＳＭＩ言語教育学院 日本語教師養成講座 非常勤講師

【 著 書 】
『合格水準 日本語教育能力検定試験用語集』凡人社（共著）
『日本語教育能力検定試験 完全攻略ガイド』翔泳社（共著）
『日本語教育能力検定試験 合格問題集』翔泳社（共著）
『日本語教育能力検定試験 用語集』翔泳社（共著）

新井　弘泰　講師



【 担 当 ：対照言語学、外国語教授法、第二言語習得論、演習、他】

「教授法」というと敷居が高そうですが、知っているともっと楽に、効果的に教える

ことが出来るものです。チャレンジして下さい。

【 学 歴 】

大阪外国語大学 卒業

テヘラン大学文学部博士課程 留学

大阪外国語大学大学院修士課程西アジア語学 修了

【 主 な 職 歴 】

早稲田大学語学教育研究所(現グローバルエデュケーション) ペルシア語講師

(財)言語文化研究所付属東京日本語学校 非常勤講師

防衛大学校 日本語非常勤講師

アメリカ・カナダ大学連合日本語研究センター 日本語講師

早稲田大学日本語教育研究センター 非常勤講師

早稲田大学夏季オレゴンプログラム 日本語講師

ＳＭＩ言語教育学院 日本語教師養成講座 非常勤講師

東洋大学理工学部 日本語非常勤講師

ヒューマンアカデミー 日本語教師養成講座 講師

【 著 書 】

『日本留学試験標準問題集 読解問題』UNICOM（共著）

『実力アップ日本語能力試験１級聴解問題』UNICOM（共著）

『日本語能力試験 Ｎ１読む』UNICOM（共著）

『ニューエクスプレスペルシア語』『同プラス』白水社

浜畑　祐子　講師

【 担 当 ：日本語史/日本語教育史、社会言語学、異文化理解、他】

日本語を教えるには、「知る（気付き）」から、「わかる」へ、そして「できる

（使う）」の授業をするための知識を身につけておくことが必要。養成講座では、

知っているから教えられるのでなく、どのような知識の引き出しが必要なのかを

「知り」、新たな引き出しを作り、「使う」ことを学びます。

【 学 歴 】

千葉大学大学院文学研究科 修了

國學院大學文学研究科博士後期課程高度国語・日本語教育コース 修了

【 主 な 職 歴 】

千葉大学留学生センター 非常勤講師

（台湾）交流協会高雄事務所 日本語専門家

（台湾）文藻外語大学 兼任助理教授

ＳＭＩ言語教育学院、他 日本語教師養成講座 非常勤講師

都内公立小学校 スクールサポーター　

【 著 書 】

『日本語・日本語教育の研究－その今、その歴史』スリーエーネットワーク（共著）

泉　史生　講師

講師紹介
経 験 豊 富 な 講 師 陣



登録日本語教員

住まいのサポート
朝日学園グループのスタッフが、マンスリーマンション、学生会館、
シェアハウスなど、ご予算に合わせ、学校近隣の短期のお住まいの
ご紹介も行っています。地方や海外からの受講生さんも安心です。
サポートをご希望の方は、お申込み時にお早めにお申し出ください。

個人情報の取り組み
人格尊重の理念の下、個人情報の保護の重要性を深く認識し、教育研究機関としての社会的責務
を果たすとともに、社会の信頼に応えるため、個人情報の取扱いについて、十分な配慮及び適正
な措置を講じています。個人情報管理責任者1名（主任講師）を配置し、個人情報保護方針は本校
HPに公開しています（URL https://www.fng.ac.jp/les/）。また、お申込み時にお預かりした
個人情報は、学籍管理、文部科学省への報告義務、以外の目的では利用いたしません。

資格取得について
そ の 他 大 切 な こ と

養成機関ルート
　　当講座 「一体型コース」修了
　　　　↓　　
　　日本語教員試験「応用試験」合格
　　　※「基礎試験」は免除されます
　　　　↓
　　文部科学省のサイトで登録申請
　　　　↓
　　晴れて「登録日本語教員」に！

試験ルート
　　日本語教員試験 合格
　　　　↓　　
　　当講座 「実践研修コース」修了
　　　※「応用試験」合格は修了後でも可
　　　　↓
　　文部科学省のサイトで登録申請
　　　　↓
　　晴れて「登録日本語教員」に！

・ 日本語教育の適正かつ確実な実施を図るための日本語教育機関の認定等に関する法律（令和5年
　 法律第41号）に基づく「認定日本語教育機関」の教員となるためには、登録日本語教員の資格
　 取得が必要です。（例：留学生を教える日本語学校など）
・ 認定日本語教育機関以外の機関では、登録日本語教員の資格を取得しなくても、日本語指導を
　 行うことが可能ですが、資格取得が推奨されることがあります。
・ 登録日本語教員の資格取得には、年齢、学歴、国籍等の条件はありません 。
・ 登録日本語教員の資格に有効期限はありません 。



お申込み方法

お申込み／お問合せ
ア ク セ ス

【最寄駅】

　JR総武線「船橋」駅より徒歩約12分

　東武野田線「船橋」駅より徒歩約12分

　京成「船橋」駅より徒歩約10分

　　　※駅前大通りをまっすぐ南下して、

　　　　歩道橋を越えたら、もうすぐ！

まずは「受講申込書」をご請求ください。ご記入の上、ご郵送、メール添付でご送付、または

１階受付へ直接ご持参ください。お問い合わせ、ご案内・授業のご見学希望も下記まで。

　所在地:  〒273-0011　千葉県船橋市湊町2-1-6

　　　　　　　　　　　　 船橋日本語学院 日本語教師養成講座

　　電話:  047-401-5030

　　ＨＰ:  https://www.fng.ac.jp/les/ 

　メール:  morita＠fng.ac.jp　（担当：森田）




